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１　業務日誌（令和７年７月〜９月）

１－１　本　部

日　　付 内　　　　　　　容

７月 ２日㈬ 戦没・殉職船員慰霊祭及び海上航行安全祈願祭に参列（会長）
	 於：北九州市

７月 ４日㈮ 関門港自然災害対策委員会定例委員会に出席（会長）
	 於：北九州市

７月 11 日㈮ 瀬戸内海西部台風等対策協議会・定例会に出席（会長、専務理事）
	 Web 参加

７月 23 日㈬ 志布志港港湾計画改訂に伴う航行安全対策調査専門委員会
　作業部会を開催	 於：鹿児島市

８月 ４日㈪ 関門国際航路整備期成同盟会・理事会、総会に出席（会長）
	 於：北九州市

８月 ８日㈮ 志布志港港湾計画改訂に伴う航行安全対策調査専門委員会
　第２回委員会を開催	 於：鹿児島市

８月 18 日㈪ 北九州空港護岸整備に伴う航行安全対策調査専門委員会
　第１回委員会を開催	 於：北九州市

８月 25 日㈪ 第 39 回福岡県地方港湾審議会に出席（会長）
	 於：福岡市

８月 28 日㈭ 令和７年度関門水先業務協議会・総会に出席（専務理事）
	 於：北九州市

８月 29 日㈮ 令和７年度関門・宇部海域排出油等防除協議会・総会に出席（会長）
	 於：北九州市

９月 １日㈪ 次世代燃料バンカー船の停泊に係る安全対策に関する調査研究委員会に出席
	 於：東京都　　　　　　（事業部長）

９月 18 日㈭ 第 30 回西海防セミナーを開催
演題：「帝国の玄関」門司港の形成	 於：北九州市

９月 26 日㈮ 屋久島宮之浦港大型客船入出港に伴う航行安全対策調査専門委員会
　第１回委員会を開催	 於：鹿児島市

９月 30 日㈫ 北九州空港護岸整備に伴う航行安全対策調査専門委員会
　第２回委員会を開催	 於：北九州市
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支援業務室・業務内容
契約期間

期間中の実施日

【関門支援業務室】
・関門鉄道トンネル上部海底調査及び大瀬戸～早鞆瀬戸地区（日

明沖）浚渫工事に伴う船舶安全管理業務

令和７年４月１日～
令和８年１月30日

７月１日～９月30日

【博多支援業務室】
・博多港（中央航路地区）航路（-12m）（改良）浚渫工事に伴う

船舶安全管理業務

令和７年４月１日～
令和７年９月26日

７月１日～８月４日

【ひびき支援業務室】
・廃棄物響灘東（西）護岸工事ほかに伴う船舶安全管理業務委託

令和７年３月17日～
令和８年３月31日

７月１日～９月30日

・北九州市響灘地区における洋上風力発電設備建設工事に伴う航
行安全支援組織業務委託

令和７年４月１日～
令和７年10月31日

７月１日～９月25日

【那覇支援業務室】
・那覇港（新港ふ頭地区）岸壁（-10m）（耐震）地盤改良工事に

伴う航行安全支援業務

令和７年４月１日～
令和８年３月31日

７月１日～９月30日

　１－４　支援業務室

日　　付 内　　　　　　　容

７月 24 日㈭ 西部海難防止協会　令和７年度業務報告会を開催
	 於：鹿児島市

日　　付 内　　　　　　　容

７月 16 日㈬ 西部海難防止協会　令和７年度業務報告会を開催
	 於：那覇市

　１－２　鹿児島支部

　１－３　沖縄支部
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２　事業報告（令和７年７月～９月）

　令和７年７月１日から令和７年９月 30 日までの間に実施した事業等は次のとおりです。
　なお、この章において、「期間中」とは７月１日から９月 30 日までの間をいいます。また、「期
間中継続した事業」とは、７月１日以前から実施し、又は、７月１日以後に着手し、９月 30 日現
在も終了していない事業をいい、「期間中に終了した事業」とは、７月１日以前から実施し、又は、
７月１日以後に着手し、９月 30 日までに終了した事業をいいます。

２－１　公益目的事業
２−１−１　研究事業

（１）期間中継続した事業
①　沖縄県周辺海域における船舶海難（船舶事故）の特徴と事故防止に関する調査研究

【概要】本研究は、沖縄県周辺海域の特徴的な航行環境下における船舶事故の傾向とその事故防
止策について調査し、類型的に整理したうえで関係者に周知することにより、沖縄周辺海域を航
行する船舶の安全に寄与することを目的とするものです。
　期間中、運輸安全委員会那覇事務所など関係先からの情報収集や意見交換を行うとともに、資
料の収集・検討を進めました。

２－１－２　調査事業
（１）期間中継続した事業

①　宮之浦港航行安全対策業務委託
【概要】調査は、鹿児島県宮之浦港に客船を受け入れる計画について、対象客船の入出港及び係
留の安全性を調査・検討し、航行安全対策を取りまとめるものです。
　期間中、資料の収集・分析、関係先との意見交換・調整等を行い、９月 26 日（金）には第１回
委員会を開催しました。引き続き検討を行っており、今後、入出港操船シミュレーションの実施
や委員会の開催を予定しています。

（２）期間中に終了した事業
①　志布志港長期構想（防災・安全）策定調査委託（船舶航行安全対策）

【概要】本調査は、志布志港の長期構想に基づく港湾計画改訂における新たな係留施設等の計画
に関して、船舶航行の安全性の観点から調査・検討し、航行安全対策を取りまとめるものです。
　８月８日の第２回委員会で審議が終了し、９月末現在、検討結果の取りまとめを行っています。

②　令和６年度北九州空港護岸整備に伴う航行安全対策検討業務
【概要】本調査は、北九州空港北側の護岸整備工事計画について、整備工事中の一般航行船舶及
び工事作業船に対する安全対策を検討し、取りまとめるものです。
　８月 18 日（月）に第１回委員会、９月 30 日（火）に第２回委員会を開催して審議が終了し、９
月末現在、検討結果の取りまとめを行っています。
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２－１－３　情報提供事業
（１）航行安全支援業務

①　支援業務室
ア　期間中継続した事業

ア）関門鉄道トンネル上部海底調査及び大瀬戸～早鞆瀬戸地区（日明沖）浚渫工事に
伴う船舶安全管理業務

イ）廃棄物響灘東（西）護岸工事ほかに伴う船舶安全管理業務
ウ）那覇港（新港ふ頭地区）岸壁（-10m）（耐震）地盤改良工事に伴う航行安全支援

業務
イ　期間中に終了した事業

ア）博多港（中央航路地区）航路（-12m）（改良）浚渫工事に伴う船舶安全管理業務
イ）北九州市響灘地区における洋上風力発電設備建設工事に伴う航行安全支援組織

業務

②　支援業務室長会議の開催
　令和７年８月 22 日（金）、当協会会議室において、今年度第２回目の支援業務室長会議を開催し
ました。
　航行安全支援業務本部の本部長、副本部
長等及び各支援業務室の室長（Web 参加を
含む。）が参加し、本部から博多港中央航
路浚渫工事に係る博多支援業務室の情報提
供方法などについて説明を行ったほか、支
援業務室全体の航行安全支援業務能力の維
持・向上に関する方針などの説明や意見交
換を行いました。

（２）講習会の実施
①　西海防セミナー

　令和７年９月 18 日（木）、北九州市において、九州国際大学名誉教授　清水憲一氏を講師に招い
て第 30 回西海防セミナーを開催し、『「帝国の玄関」門司港の形成』という演題で、ターミナル駅
である旧門司駅（現門司港駅）と貿易港である門司港が共存する歴史的な背景から、門司港の原
点についてご講演をいただきました（聴講者：113 名）。
　本号第３章に講演の内容を掲載していますので、是非ご覧ください。

２－２　収益目的事業
２－２－１　調査事業

（１）期間中継続した事業
①　令和７年度国家石油備蓄基地（白島基地）の機動性向上に関する航行安全対策検討業務

【概要】本調査は、白島国家石油備蓄基地の運用における機動性を向上させるための夜間離着桟
及び夜間開始荷役に関する安全性を調査・検討し、航行安全対策を取りまとめるものです。

支援業務室長会議
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２－３　会の運営
２－３－１　業務報告会（沖縄地区、鹿児島地区）

　既報（会報第 210 号 ６ 協会だより）のとおり、令和７年７月 16 日（水）に那覇市において、
また、７月24日（木）に鹿児島市において、沖縄地区及び鹿児島地区の会員に対し、６月26日（木）
に開催された令和７年度定時総会の審議事項、報告事項等を説明しました。
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３　第 30 回　西海防セミナー

「帝国の玄関」門司港の形成
〜ターミナル駅と貿易港が共存する歴史的背景〜

開催日：令和７年９月 18 日
場　所：リーガロイヤルホテル小倉　３階　エンパイアホール
講　師：九州国際大学　名誉教授　清水憲一氏

講師略歴：昭和 46 年　静岡大学人文学部　卒業
　　　　　昭和 52 年　立命館大学大学院経済学研究科博士課程　修了
　　　　　同　　 年　八幡大学（現九州国際大学）法経学部　講師
　　　　　昭和 58 年　英国バーミンガム大学　留学
　　　　　昭和 63 年　八幡大学　教授
　　　　　平成 19 年　九州国際大学　学長
　　　　　平成 24 年　文化庁世界遺産特別委員、「明治日本の産業革命遺産」推薦書作成委員
　　　　　平成 29 年　九州国際大学　名誉教授

○司会
　皆様、本日は、お忙しい中、第 30 回西海防セミナーにお越しいただきまして誠にありがとうご
ざいます。
　開催にあたり、公益社団法人　西部海難防止協会　会長の佐藤元洋よりご挨拶申し上げます。

講演の模様 清水講師
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○西部海難防止協会会長
　皆様、こんにちは。ただ今紹介がありました、佐藤
でございます。
　皆様には、平素より、当協会の事業に対しまして、
ご支援・ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。また、
本日は、お忙しい中、そして、足元が悪い中、たくさ
んの方にご参加いただき深く感謝いたします。
　この西海防セミナーは、平成 20 年１月に第１回を開
催しまして、今回で 30 回目という節目を迎えており
ます。これも偏に皆様方、会員の皆様、そして関係の
方々のご支援のおかげだと思っております。改めて感
謝申し上げます。
　さて、当協会がある門司港のレトロ地区ですが、ちょうど 30 年前の平成７年３月にグランド
オープンしております。また、私どもが入居している旧日本郵船ビル、これは98年前の昭和２年、
そして、現在の JR 門司港駅の駅舎ですね、これは 111 年前の大正３年に旧「門司駅」として建て
られています。さらには、アールデコ様式の旧大連航路上屋、これは 96 年前の昭和４年に竣工し、
台湾や中国大連を初めとして世界各地へ繋がる国際ターミナルと呼ぶにふさわしい海の玄関口と
なっていたとのことで、これら一連の建物は大体 100 年前にその礎が築かれていたということで
あります。
　本日は、これらを含めて、この門司港の歴史を振り返る貴重な機会として、九州国際大学の名
誉教授でいらっしゃいます清水様をお招きし、『「帝国の玄関」門司港の形成』と題してご講演を
いただくこととしております。
　門司港の歴史が、「栄枯盛衰は世の習い」という表現で適切かどうかは分りませんが、この度の
ご講演を通じて、門司港の古に思いを馳せ、私たちに身近な門司港を見つめ直していただければ
と思う次第でございます。
　それでは、ご清聴のほどお願い申し上げまして、甚だ簡単ではございますが、セミナー開催に
当たっての私のご挨拶とさせていただきます。

○司会
　本日は、九州国際大学名誉教授の清水憲一様を講師としてお迎えしております。
　清水先生は、2007 年に九州国際大学学長に就任され、2017 年に同大学名誉教授となられて現在
に至っています。さらに、2012 年には明治日本の産業革命遺産推薦書作成委員や文化庁世界遺産
特別委員に委嘱されたほか、「北九州の港史：北九州港開港 100 年を記念して」の編さんにも携わ
られるなど、活躍の場をますます広げておられます。
　また、2023 年 10 月 14 日に放送された NHK「ブラタモリ」の「合体都市・北九州～合体メガタ
ウン！北九州市誕生の秘密とは？～」に出演され、「官営製鉄所の建設地は、実は、八幡は絶望的
に適地ではなかった。」といった北九州市の歴史にまつわる秘密を、タモリさんとのかけ合いも軽
妙に解説しておられたのが印象的でございました。
　本日は、『「帝国の玄関」門司港の形成』と題してご講演をいただきます。それでは、清水先生、
よろしくお願いいたします。

会長あいさつ
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◎講師
　こんにちは。今、ご紹介に与りました清水で
す。本当は「ブラタモリ」の裏話をした方が大
衆受けをするのではないかと思いますけど。
　ただ、今日、こういう機会を頂いてお話し
するのは、門司港と門司駅注１）。両方が海と陸
のターミナルですね。そういった形で発展し
た地域というのは、全国にそれほどあるわけ
ではありませんが、そういう中で「帝国の玄
関」と言われるような評価が明治末になされ
て行きます。そうした点について、少しお話
ししたいと思います（２頁）注２）。
　基本的に、例えば、門司注１）の歴史を読ん
でいったときに、おそらく、今日、私がお話
しするような形でまとめられているといった
ものはないと思います。私は門司が特に専門
ではなく、研究者としては、官営製鐵所注３）

の創立期、1910 年、ちょうど今年、明治日本
の産業革命遺産が世界遺産になって 10 年で
色々な催しがなされておりますけど、1910 年
までの九州その他全国にある近代化、重工業
に関わる産業遺産、これが世界遺産になって
いるわけですね。その範囲で、実は、私の専
門というのは、本当に狭い 1910 年までの官営
製鐵所の創立期になります。
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
注１）本講演において、「門司港」、「門司駅」、「門司」とは、次のものを指します。
　①　門司港：　門司市に整備された港で、同市が小倉市等と合併して北九州市となった後は、

小倉港等と共に北九州港（港湾法）の一部となっています。
　②　門司駅：　現在の JR「門司港駅」です。1892 年４月に「門司駅」として開業しましたが、

1942 年４月の関門トンネル開通に伴って「門司港駅」と改称されました。
　また、このとき、関門トンネルの九州側の取り付け位置付近にあった「大里駅」
が「門司駅」と改称されました。現在の JR「門司駅」は、本講演でいう「門司駅」
ではなく、かつて「大里駅」又は「柳ヶ浦駅」と呼ばれていた駅です。

　③　門　司：　JR「門司港駅」がある地域です。門司市及び門司港の中心であり、現在は門司
港レトロ地区として多くの観光客で賑わっています。

注２）文中の（　）書きの頁番号は、講演で使用されたスライドの頁番号です。講演録に掲載し
たものを含めスライド全部を令和８年６月 30 日まで当協会 HP に掲示しています。トップ
ページのライブラリ「会報」をクリックし、会報記事関連資料の項をご覧ください。
　なお、講演で使用されたスライドの中の著作権に関わる部分は削除しています。

注３）いわゆる「八幡製鐵所」は、固有名詞として「製鐵所」と表記します。
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
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　なぜ 1910 年なのかというと、製鐵所は、官営ですから創立費という形で、国家予算で建設され
て行きます。議会で承認を得なければなりません。そのために、創立費という形で予算計上して
承認を受けるわけです。これが 1910 年までなんですね。
　ただし、その間に第一期拡張が行われ、1911 年からは第二期拡張が始まります。そういう点で
誤解が多いのですが、創立費で製鐵所が建設されたのは 1910 年までになります。
　基本的にはそこまでの研究です。特に製鐵所文書。皆さんご存じかどうか分かりませんけど、
九国大（九州国際大学）は、以前は八幡大学ですね、八幡大学、それから九国大も、基本的には
製鐵所の用地に校舎ができているし、私が学部長をしていた頃も、製鐵所の総務部長さんが必ず
大学の理事に入っておられました。その大学の理事の総務部長さんとお話しして、製鐵所が持っ
ている製鐵所文書、これには膨大な資料があります、それを大学と製鐵所で、折半でマイクロ
化しようということになりました。大学は、それを更に CD 化しました。基本的には皆さんも閲
覧できますが、現在のところ、製鐵所の許可がないと閲覧できません。少なくとも大学にはそう
いった資料が揃っています。その資料を使って研究するというのが私の専門でした。
　一応、創立期については、文部省の科研費をいただいて、共同研究という形で研究をして学会
等にも報告してきました。先日も、そういう話を他所でやりましたけど、いろいろ新しいことが
分かってきました。
　その１つが「ブラタモリ」で話した 1896 年９月 10 日付の安川敬一郎（安川財閥の創始者）の
手紙です。手紙では「製鐵所を八幡に誘致するのは絶望的だ。何とかこれをひっくり返さなきゃ
あかん。それで、ひっくり返す条件が洞海湾を浚渫することだ。」という状況であったということ
です。９月 10 日には、そういった状況で手紙が出されているんですね。それで、「いろいろ働き
かけをして欲しい。」と書いています。
　ところが、もう１つ、これは数年前に発見したのですが、早稲田大学の大隈文書というものの
中に、官営製鐵所 初代長官 山内の議会で説明する資料が保存されていました。大隈文書は皆さん
もネットで自由にご覧になれますけど、それが公開されています。その中に、安芸の広島・坂村
や豊前の大里・柳ヶ浦村、筑前の八幡村など製鐵所誘致で手を挙げたところのリストがずらっと
出ています。その中に「８月に八幡村が推薦書を出してきた。」とあり、そこに括弧して「９月 25
日確定」というのがわざわざ書いてあります。長官が議会で説明するための資料に、そういった
ものが載っていた。だから、９月 10 日から 25 日、わずか２週間の間にひっくり返ったんですね。
その点を、タモリさんのところでは「短期間に、豊前大里から筑前八幡に、どんでん返しがあっ
た。」ということでお話ししました。彼も喜んでくれましたけど、何でひっくり返ったのかという
時に、豊前と筑前の国境（くにざかい）の問題が出てくるわけです。
　そういうのが「ブラタモリ」の話なんですけど、ついでにもう１つ。
　官営製鐵所の創立費について、皆さんは聞かれたことがないと思いますけど、当初、製鐵所の
建設には日清戦争（1894 年～1895 年）の賠償金 500 万円を充てるという計画でした。ところが、
実際には、日露戦争（1904 年～1905 年）の準備をするため、軍備拡張にどんどんお金を使って行
きました。それと、金本位制にするために賠償金を使うわけですね。だから、製鐵所に使うお金
がなくなってしまいました。
　それで、なくなったからどうしたかというと、公債を発行して事業を展開していこうというこ
とになりました。事業公債ですね。ところが、事業公債が日清戦争後の不況の中で集まらないこ
とから、何をしたかというと、イギリスで借金します。外債総額約１億５千万円。うち製鐵所創
立費として約 1862 万円。製鐵所は最初 406 万円の予算です。これで作るということで始めますが、
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実際に 1910 年までに使った創立費は約 4000 万円です。10 倍かかりました。
　ただし、それは、その後、短期間に黒字になって償却できましたけど、当初は赤字続きで予算
を貢いで行ったわけですね。そのとき、その資金源はどこだったか。これは、おそらくほとんど
の論文で出てきたことがありませんけど、大蔵省が正式に作っている『明治大正財政史』という
文献にきちんと出ています。イギリスで借金をして、製鐵所の創立費約1862万円を調達しました。
そういう点では、官営製鐵所は、外債、外国からの借金によって作られました。おそらく皆さん
もご存じないことだと思います。
　そういったことの研究が私の本来の土俵でして、そういう関係で、北九州に日本経済史の先生
があまりおられなかったということもあって、市制 20 周年のときに『北九州市史』の戦前の産業
経済の通史 800 ページを担当しました。
　つい数年前、市制 50 周年を記念して、『新修・北九州市史』というのが出ました。これは、ま
さに北九州市発足以降の歴史ですね。これの産業経済編について、私が編集して、通史も書かせ
ていただきました。そういう形で地域の歴史についても関わってきたということから、「ブラタモ
リ」のときに声が掛かったということです。
　こういう話をしていると長々となり、しかも、準備しているコマがたくさんあるものですから、
本題に入りたいと思います。
　今日は、門司の歴史について２つお話しし
ます（３頁）。
　今まで、あまり聞かれたことがないと思い
ますが、門司は、基本的には、1889 年に５品
目の輸出だけを許可された特別輸出港に指定
されて貿易港として始まり、２年後に鉄道が
通ったところで、海と陸の連絡がスムーズに
行くようになり、この２つが相俟って発展し
ていきます。
　急激な成長によって、明治末には「帝国の
玄関」というふうに言われるようになって行
きます。このプロセスを説明していくのが、まず１つです。配布している資料の中に年表、数字
があります。私も歴史家で、データ主義なものですから、画面（演壇上のスクリーン）でも次か
ら次に図表が出てきます。今日は 100 コマほど用意しているので、飛ばしながら行かなきゃなら
ないというのがありますけど、そのプロセスについて確認していきます。
　おそらく「帝国の玄関」という評価は皆さんも初めて聞かれるだろうと思いますし、その間に、
門司港そのものの機能、鉄道と港の機能といったものが、三段階で変わって行きます。石炭輸出
港であったものが総合貿易港になり、国内取引がむしろ増えていくといった段階に変わっていき
ます。貿易港であったものが、第一次大戦以降は国内取引中心の中継地に変わっていく。年表で
は、その三段階を分けておりますから、確認いただければと思います。そういう話を、まず１つ
いたします。
　もう１つは、そもそも、なぜ、門司港が特別輸出港に選ばれたのか。ここが発展の基礎です。
しかも、皆さんもよくご存じと思いますけれど、近世まで、九州の玄関は大里（現在の JR 門司駅
付近）です。あるいは、参勤交代など交通の面では、黒崎（八幡西区）であったり、小倉（小倉
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北区）であったり、大里であったりなんですね。門司は外れています。しかも、明治初年の県の
統計書を見ていくと、港の機能を持つリストの中に門司は挙がってきません。港がなかったんで
すね。塩田は広がっていたけれど、港はなかった。それなのに、なぜ特別輸出港になったのか。こ
の点は、正直言って、私もまだ整理が途中です。
ただし、そういったものを考えて行く材料を、
今日は提供してみようかなと思っています。
　まず最初に、「帝国の玄関」というふうに呼
ばれるようになるまでの経緯、物流拠点とし
て三段階で変化して来たという点を、データ
などで確認していきます（４頁）。
　最初、特別輸出港になります（５頁）。そ
ういう点で、直ちに注意していただきたいの
は、その前年に石炭の輸出税が免除されます。
これがあって、石炭の輸出が進められて行く。
そういう中で、門司港は、1890 年、特別輸出
港になった年の翌年から実際の輸出を始めて
３年間で４倍ぐらいに急増して行きます。日
清戦争（1894 年～1895 年）の前には、８万
トンから 36 万トンと４倍に増えて行きます。
まさに、この時期、門司港は石炭の輸出港で
あったわけです。
　背景には、筑豊炭田がどんどん成長して
行ったことがあります（６頁、７頁）。明治に
なって、石炭の採掘が藩の管理から外れ、自由
掘りになって色々な人が小規模に行っていた
のですが、これは法律によって規模を拡大した
鉱区で行わなきゃだめだということで選定坑
区制度が導入され、財閥が進出して行きます。
　真っ先に出て来たのは三菱です。三井は三
池炭鉱を買収したものですから。実は、三井
と三菱は三池炭鉱の払い下げで競争するんで
すね。それで、三菱はそこで負けたものです
から、自分が持っている肥前の高島炭鉱から
次にどこに重点を移すかというので、安川な
どの紹介があって筑豊に重点を移して来ます。
　それと同時に、それを輸送する「九州鉄道」
といったものができますし、「筑豊興業鉄道」、後の「筑豊鉄道」もできて来ます。
　実は、選定坑区制度というもので筑豊炭田の大規模採炭を促進して行く仕組みを作ったのが安
場福岡県知事です。それと同時に、「九州鉄道」を創立して行くのも安場ですね。門司が躍進する
背景になった炭鉱と鉄道に、まず、安場そのものが関わっていました。
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　結論的に言えば、安場が経済開発として門
司に目をつけた。地域開発として門司を開発
して行くことで、地域全体を開発して行こう
という政策をとったことが背景にありました。
　この図は、選定坑区制度です（８頁）。県か
ら「こういう制度にして欲しい。」というこ
とで国に働きかけて、大規模な坑区、だから、
資金を持つ人でないと坑区を持てないという
仕組みにして行きます。そういう中で財閥が
進出し、石炭の時代になって行きます。

　これが、その時期の鉄道網です。輸送網ですね（９頁）。最初の鉄道は明治５年の新橋・横浜間
のものですが、最初の民間鉄道は、安場が岩倉具視に働きかけて作った「日本鉄道」です。現在
の東北本線ですね。「日本鉄道」という名前の由来は、岩倉が「何も東北だけの鉄道を作るんじゃ
なくて、九州も含めて鉄道を作るんだ。」ということで名付けたものです。
　後で出てきますが、その場合の九州路線というのは、実は熊本から大里（現在の JR 門司駅付近）
でした。その頃は門司（現在の JR 門司港駅付近）に着目することはなかった。よく知られていた
のは参勤交代の通路の大里で、岩倉は「日本鉄道」を作るときには豊前の大里から熊本までとい
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う九州路線を考えていました。これを「日本
鉄道」の九州路線という形で計画して、全国
に鉄道を持つというので「日本鉄道」という
名前にしたんですね。
　九州の方も「九州鉄道」がありますけど、
この図は 1906 年ですから国有化される前の鉄
道網です（10 頁）。
　「九州鉄道」という形で門司に鉄道が通って
来たのですが、鉄道も使って、筑豊炭田から
折尾経由で門司に石炭を運ぶといった形をと
りながら石炭輸出をしていたのが、一般開港
されるまでの段階です。
　一般開港されて行く中で、門司港にとって
大きな変化が出て来ます（11 頁）。
　門司港は自由に輸出入ができるということ
で、特に極東市場、上海、香港、シンガポー
ルに筑豊炭を輸出していく港として、これま
で肥前炭を輸出していた長崎港に替わって、
筑豊から門司港を経由して輸出して行くよう
になります。そういうルートになり、1907
年、日露戦争（1904 年～1905 年）が終わっ
た直後ですね、その頃が門司港にとっての石
炭輸出のピークです（12 頁）。
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　その後、石炭輸出は、むしろ若松が中心になる。門司の石炭の扱いというのは、後でも図を出
しますけど、筑豊から直接送って来るよりも、若松から艀を使って輸送するものが多くなって行
きます。そういう点では、若松と門司は輸出先、国内の供給先も分担します。
　そういう中で、入ってくる船の数が日本一になるぐらいに門司港が繁栄し、門司港は、輸出港
として始まりながらも輸出より輸入の方が増えて行く（13 頁）。

　輸入が増えるといった場合に何が増えたか。綿花、塩の輸入が増えますけど、塩を何に使った
か。皆さん海の専門家ですから、こういったことを言っていたら恥ずかしいのですけど、実は、
僕も知りませんでしたが、食塩なんかも増えるんですね。特に大連からの輸入が増えて行きます。
大連からは大豆粕も増えます。塩が増えたのは、実は、それを原料にしてガラスを作りました。
旭硝子（北九州事業所）、今の AGC で作っていました。
　そういう形で、大豆粕という農業肥料、それから、工業原料、綿花、それから粗糖、砂糖の原
料ですね、そういったものがどんどん入って来るようになる。ということは、周辺に、そのため
の工場がどんどん出来て行ったということです。その周辺の工場に原料を供給するための港に
なって行く。その工場群が、門司から折尾までずらっと並んで行く。ということで、北九州工業
地帯と呼ばれるようになるのは第一次世界大戦の頃ですね。こういうデータになります。
　肥前長崎に替わって、筑豊炭あるいは門司炭が極東市場で急激に増えて行きましたが、この表
にあるように、石炭輸出が増えて行ったけど、輸入が増えたり、石炭以外のものの輸出が増えた
りというように、門司港貿易が石炭輸出から変わって行きました。
　これは貿易額で長崎を追い越した時期です。日露戦争（1904 年～1905 年）が終わった直後には
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長崎を追い越してしまいます（左の図：14 頁）。これは入港船舶数（右の図：15 頁）。

　ただし、門司から石炭を輸出しますけど、門司は荷役設備が非常に貧弱です（16 頁、17 頁）。
石炭輸出で始まっていながら、なんでクレーンだとか載炭機といったものが整備されなかったの
か。石炭置き場は整備されます。だけど、石炭を燃料とする汽船は沖合に泊まって、そこに艀で
駆けつけてロープを張って上って行って石炭を納めるような、そういう仕組みなんですね。いわ
ゆる「天狗取り」と言われるやり方をします。
　それに対して、若松は最初から機械、クレーンを導入するし、戸畑が専らそれで、石炭輸出で
躍進して行く。これは鉄道院が作った大正５年の報告書ですが、そこでも「若松・戸畑は載炭機
で石炭を積み込んでいるのに、門司はそういった設備が全くない。しかも、費用が高く、荷役費
が高くついてしまう。」と書かれています（18 頁）。
　これ、戸畑です。８トンの鋼製の炭車というのは大型の炭車になるんですね（19 頁）。「九州鉄
道」としては、大量輸送するためにこういった形をとって行くようになります。
　日本で最初のホイストクレーンは若松です（左下の図：20 頁）。

　それに対して、門司はこうです（右上の図：21 頁）。なぜ、荷役設備をきちんと整備しなかった
のか、その理由は、正直、分かっていません。
　この図は、先ほど言ったように、石炭の積み出しを門司と若松が分担している状況を示すもの
です（22 頁）。筑豊で採掘された石炭の８割が若松に運ばれます。そこから、艀で門司に運ばれま
す。同時に、若松から、直接輸出されるものと国内に送られるものがあります。積み出す先の違
いですが、輸出については、若松が上海、門司が香港、また、国内については、若松が関西、門
司が関東ですね。そういうふうに分担しています。
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　綺麗にこういう数字が出てきます。何か申し合わせがあったのかどうか、確認できていません
けど。それと、門司が多いのは汽船の燃料ですね。これは専ら門司が引き受けています。
　石炭についてはそのような状況にある中で、大戦期には国内取引が貿易を上回って行くように
なります（23 頁）。
　門司港が重要港湾になって行く中で、関門
海峡の浚渫や必要な港湾設備の工事を国の費
用で実施して行く。そういった形をとるよう
になって行きます（24 頁）。

　これは関門海峡の浚渫の計画図です（25 頁）。
この港湾調査会には、郵船、三井、三菱の他
に、安川、貝島、麻生のいわゆる「筑豊御三
家」も委員として入っています。若松、門司
両方に安川、貝島、麻生も商社を持っていま
すから、そういう点で港づくりに関わってい
ました。



－ 17 －

　これは葛葉と門司駅の貯炭場の場所です（26 頁）。その後、設備がなされて行きます。これは、
後でも図を出しますけど、門司築港の時に造られた堀川運河ですね。皆さん、現在も堀川運河が
あるのをご存じですか。暗渠で残っていますね、国道３号線の下。後で図を出します。

　昭和 11 年の新市街図では堀川が消えていますね（左下の図：27 頁）。

　その後、こういう形で設備がなされて行きます（右上の図：28 頁）。
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　そういう中で、門司港そのものが貿易港から
国内取引に変わって行く（29 頁）。中でも、肥
料、綿花、麦粉、砂糖、鉱油、米、こういっ
たものは「西日本第一の市場」になって行く。
　これは、その新聞報道です（30 頁）。全国
第一位の出光などの鉱油市場になって行きま
す。あるいは、台湾バナナの集散地になって
行く。そういう中で、倉庫などの設備が作ら
れて行きます（31 頁、32 頁）。

　石炭だけだったら、倉庫を作る必要はない
んですね。やはり、中継貿易になって行く中
で、こういう設備が必要になってくる。特に、
ここが九州の米あるいは外米の集散地になる
中で、米騒動後、米の値段を調整するために、
生産地と集散地に国の米の倉庫を設けるとい
う方針が出てきます（33 頁、34 頁、35 頁）。
　そういう中で、だいたい 1905 年頃から、九
州各地の米が鉄道で門司に運ばれ、そこから
国内各地に運ばれるといった動きが出て来ま
す。このような動きの中で、市の誘致運動も
あって、国が大久保海岸に米穀倉庫を設けま
す。現在も、一部残っていますね。
　これは、そういう新聞報道です（36 頁）。
　これは、当時の絵はがきです（37 頁）。今は半分ぐらいですかね、残っています。
　それと同時に、先ほども話に出た大連航路を含めて、旅客船の港になって行くという動きが出て
来ます。ただし、欧州航路の大型船が入るようになるのは随分遅いですね。大正半ばです（38 頁）。
このように門司港の機能が変わって行く中で、門司の町の有りようも変わって行きます。
　そういう中で、「帝国の玄関」という評価が
生まれるようになって行きます（39 頁）。
　門司の人口増というのは、明治 22 年のデー
タからしかありませんけど、急激に増加して
いくのが分ります（40 頁）。これは、戦前の
福岡県内の６つの市の比較をしているんです
けど、人口の増加率を見ると、門司の場合、
外から入って来る人の割合が高いですね。八
幡と比べても、門司の方が外から入って来た
人が多い。だから、門司の人口増は、まさに
外からの流入によって膨れ上がって行ったも
のということになります。
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　外から入ってきた人がどういうふうに働いていたかというのを見たのが、この日本で最初の国
勢調査です（41 頁）。日本初の国勢調査は職業別にやっていまして、中分類ですけど、これを見る
と、門司市の人口の３分の１が運輸関係の労務者です。
　だから、門司市では、運輸業、輸送に関わる労働者が圧倒的に多かったということになるし、
物品販売業以外の職業で、運輸業の次に働いている人が多いのは土木建築業、あとは窯業（浅野
セメント）というデータになります（42 頁）。
　これは第一次大戦の頃の門司の銀行、会社です（46 頁）。銀行は、日銀が出て来るというので
多くの支店がありますけど、製造業が浅野セメント以外は全くない。そういう点では、この時期、
まさに物流で門司は持っていました。
　もう一つ注目するのは、海外企業の支店です。海外企業の支店が意外と多い（42 頁）。スタン
ダード・オイルなど鉱油関係の企業がありました。西日本１と言われる出光だけではなく、こう
いったものが背景にありました。
　それと、商売人あるいは資産家では、どういう人が多かったか。これは、旧５市の中でデータ
として整理したものです（43 頁）。小倉は自営業、商人が多い。若松は石炭商。八幡は貸家が多
い。製鐵所労働者の借家住まいに対応しました。同じように、門司は外から入ってきた人が多い
ので、貸家業が非常に多いことが分かります。
　それで、門司の資産家に関して言うと、今年は 1925 年のいわゆる「普通選挙法」（満 25 歳以上
の男子による普通選挙を定めた法律）制定後 100 年だそうですが、それ以前は一定額以上の税金
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を納めた人だけが選挙権を持ち、しかも、税金をたくさん納めた順に選挙権を持つ等級選挙制で
したので、こんなリストが出て来ます（44 頁）。

　そうすると、三井物産や三菱、浅野セメントなどの企業が納税していることが分かります。そ
れから、驚いたことに日銀支店が税金を払っているんですね。法人が選挙権を持つのは市町村だ
けで、県議会以上は持ちませんが、このデー
タから、市政を左右していたものが、中央か
らの支店や地域の有力者であったということ
が分かります。
　明治 31 年、北九州では真っ先に、門司が
市制を実施します。その時の最初の市会議員
選挙は、門司市に「九州鉄道」の本社があり、
まだ国有化されておらず、１社でだいたい市
の税金の４分の３を納めていたので、「九州鉄
道」１社で議会の半分を選んだという記録も
出て来ます。
　先ほど日銀支店のことを言いましたけど、
門司市には、「九州の金融の中心地」として、
日銀を取り囲むような形で銀行の支店が連なって行きます（45 頁）。
　このようにして石炭輸出が始まる中で、商社や海運業が下関から門司に支店を移して来ます（47
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頁、48 頁、49 頁）。三井物産、商船、郵船、
三菱などが移して来ますが、このような流れ
の中で、あまり知られていない動きが起こり
ます。これは官営製鐵所と関係します。
　製鐵所は、最初、新潟の赤谷鉄山から鉄鉱
石を調達しようとして、所有していた三菱か
ら買収します。しかし、それだけでは間に合
わないので、中国から大冶鉄鉱石を輸入する
わけですね。輸入する時に、その輸送を三菱
に独占的に許可します。それで、1900 年に運
搬請負契約を結び、門司支店が担当します。
　行きは石炭を中国に運んで、帰りの船で鉄鉱石を運ぶということで、三菱は海運業が復活する
わけです。三菱は元々海運業ですが、三井との競争の中で郵船という形で手放すわけですね。海
運業からは縁が切れた。それが、ここで復活します。営業部門司支店に船舶課を設けます。この
営業部が独立して行って三菱商事になります。だから、三菱商事の誕生は、製鐵所の鉄鉱石運搬
を担った門司支店に由来するということになります。
　門司の特徴である支店経済では、人の流入が多いということで、家を持たない者が大量に出て来
ます（50 頁）。借家が 64.7％、ほぼ３分の２が借家住まいです。それと、官舎、あるいは、支店です
から社宅が広がるという形をとります。
　これは三井物産の社宅で、ここが日銀の官
舎で、これが鉄道の官舎ですね。門司では、
こういうふうに周辺に社宅や官舎が広がって
いました（51 頁）。
　谷町には三井物産の社宅が広がっていて、門
司倶楽部も元々谷町にありました。今は、これ
を解体して駅前に持って来たわけですね。それ
で、ここには洋風の社宅がありました（52 頁）。
　現在は、この旧カボチャドキヤ国立美術館
だけが残っています。念のため、つい最近、
写真を撮りに行きました。
　これが三井倶楽部です。社交場ですね。これ
は、解体されて門司港駅前に移って来ました。
　ついでに言いますと、門司は、中央資本が
どんどん出てきたということで、いわゆる

「ハイカラ」な町になります。それを象徴して
いたのが明治屋ですね（53 頁）。洋品を扱っ
ていた明治屋です。今はなくなって、明治屋
のレリーフだけが残っていますけど、これも、
門司は支店経済の町ということで中央から
移ってきた人が多かったので、その需要を満
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たすために明治屋のような店が進出して来たということになります。
　こういうふうに町並みが変わって行った（54 頁）。
　ついでに、門司の町並みというので紹介しますと、15 歳にして院展に入選した柳瀬正夢です

（55 頁）。門司のカフェ・ブラジルで個展を開いていました。これが院展に入選した作品です。
　これは、その後、描いたものです（56 頁）。門司港というのはこういう感じだと、これを見たら
分かりますね。

　柳瀬正夢は、その後、こういった挿絵などを描く画家になっていきます（57 頁）。
　このように門司が社会的に変化して行く中
で、門司の発展にとって、もう１つ大きかっ
たもの、あるいは、貿易が発展していった要
因は「国によって拠点性が付与された。特別
扱いされた。」ということです（58 頁）。
　特別扱い（拠点性の付与）にどういったこ
とがあったかというのは、１つ目の特別輸出港
指定がそうですね。これは後で見て行きます。
　２つ目が、門司の市制施行です。実は、市制
が施行できるのは、人口が２万５千人以上にな
ればできるんですね。1898 年に２万５千人を
超え、これと同時に市制申請するのですが、その時、短期間に異例の早さで承認されます（59 頁）。
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　なぜそうなったのかというと、国が「門司は、一種、特別の町だ。だから、特別扱いして市に
するんだ。」というふうになって行きます。門司港は国を代表すべき地位にある。だから、真っ先
に市にする。しかも、条約改正で内地雑居。外国人が居留地だけではなくて自由に国内を旅行で
きるような条約改正をやった。それに合わせて、海外に開かれる港、特別の町ということで申請
書が提出されます（60 頁）。
　それから、こういう形で、門司新報（1892 年
～ 1938 年の間、門司市で発行されていた日刊
紙）の挿し絵になります（61 頁）。
　３つ目が、日本銀行の西部支店が設けられた
ことです（62 頁）。よく、1893 年（明治 26 年）
に赤間関（下関）に設けられたというふうに
言われますけど、赤間関はあくまで仮設です。
　明治 26 年の西部支店の開業式で、日銀総裁
がそのことを「仮設だ。仮に作る。本来、門
司港に置くところを、建物がないから、取り
敢えず下関へ置く。」といったことを述べてい
ますし、「門司は、将来、九州経済界の頭脳と
なる。だから、門司に日銀の支店を置く。」と
いうことで支店設置になって行きます。
　こういう新聞記事になります（63 頁）。
　これは、実際に移転したときの門司新報の
付録です（64 頁）。明治 31 年に門司に移転し
ます。大阪支店に次いで、日銀にとっては日
本で２番目の支店になります。日銀の支店が
門司に出てきたというので、多くの都市銀行
が支店を設ける。それで、門司が「九州の金
融の中心地」という形をとるようになります。
尾道から西側は、全部が日銀西部支店の管轄
に入るわけですね。
　４つ目が、第一種重要港湾という形で、港
湾の浚渫や設備については国費で行っていく
特別の港になったことです（65 頁）。実は、
日露戦争後、国全体の国力をどういう形で充
実させるかという検討を行う中で、内務省が、
インフラを整備し各地の経済開発を行って国
力を充実させようという方針を立てます。
　その中で、港と陸、鉄道との接合地域を設
けて、重点的に国のお金で整備するところ、
県のお金で整備するところ、それぞれの自治体でやって欲しいところ、というふうに区分けをし
ます。
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　その時に、全国 771 の港を全部調査して、基準を設けて等級をつけていきます。これが報告書
です（66 頁）。これはネットでも簡単に見ることができます（67 頁は、その概要）。

　そういう中で、重
要港湾に指定された
ものは、こうした港
になり、関門という
のが第一種重要港湾
というものになって
行きます（68 頁）。
　これは、入港汽船
数だとか、貨物ある
いは輸出額、そう
いったものを全部調
査していく中で、ラ
ンク付した形で決定
されて行きます。
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　そういう形で、国から、門司は特別な港であり町だということで「帝国の表玄関」という評価
がなされて行くようになります（左下の図：69 頁）。そういった文献が、明治末に、地域で、こう
いうふうに新聞記事だけじゃなくて出版物としても出て来ます。
　これは「帝国の関門」という本です。著者の一人、田中一二は、福岡日日新聞（後の「西日本
新聞」）の記者ですね（右下の図：70 頁）。「帝国の表玄関たる門司港」ということで、この門司を
どういうふうに改善していくかといったことを検討したものです。

　その他にも、瞬報社という、現在も下関市にある印刷屋さんが「日本の関門」という雑誌を大
正期に発行していますが、こういう実業メーカーが門司市を「帝国の関門」といった形で評価し
ています（71 頁）。引用の中で「NDL」という印があるのは国会図書館の蔵書です。ネットで簡
単に見ることができます。
　あるいは、門司新報は、イギリスのタイムズ紙が、門司について「戦争があるたびに繁栄して、
帝国の玄関になっているような港だ。」と述べたことを報道します（72 頁）。
　門司新報では「門司は帝国の玄関、東洋の埠頭なり」と述べ、そういう意味では、門司市は「門
司市の門司市にあらず、帝国の門司市」という評価をします（73 頁）。
　ただし、これは二面性が
あって、国全体からは、門司
は「帝国の玄関」であるけれ
ど、実際の門司は、非常に不
完全で、不秩序で、不清潔、
設備も極めて小規模であり、
実態としては表玄関にそぐわ
ない。そういう側面があるの
で、ここを改善しなければな
らないと述べています。
　そのことを象徴した出来事
が、天皇巡幸の際、門司が通
過地から外されたことです。
　天皇が九州で行われる軍事
演習の視察に来るときには門
司を通るのですが、1902 年の場合は、通過地から門司駅を外して、直接、軍艦で出かけるという
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ふうにされてしまいました（74 頁）。これで、門司はプライドをひどく傷つけられるんですね。
　また、1911 年には門司駅構内でお召列車が脱線して大変なことになったのですが、この時にど
ういうことをやったかというと、見苦しい場所は全部模様替えする、あるいは、壁を作るといっ
たようなことを行政が一生懸命やったんですね（75 頁）。それで隠して、何とか、お召列車が門司
駅から出発するという格好にしました。
　そういう点では、門司が表玄関という形で対外的には評価されているけれど、内実は非常にお
粗末ということを象徴しています。
　そういうふうに二面性を持ちながら、なぜ、
門司が急激に発展していったのか、その起点
になったのは何だったのかというと、それは、
やはり特別輸出港になったことです（76 頁）。
　しかし、その頃、門司は港湾機能を持って
いませんでした（77 頁）。
　これは、明治 19 年直前の福岡県統計書の港
湾のデータを表にしたものです（78 頁）。港
湾は、これだけ挙がっていますが、門司港の
名前はありません。この頃の門司港は、当然、
荷物とかそういったものは全くありません。
だから、載っていないんですね。塩田が広がる以外何もないような所でしかありませんでした。
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　おまけに、門司は、近世以来、幹線、九州の玄関といったところからは外れています（79 頁）。
　例えば、ケンペルや司馬江漢が記した記録には、小倉から下関に渡ったとあります。これが絵
図ですね（80 頁）。

　これを表しているのは次です。赤間と小倉
の間を、こういう渡海船で渡る（81 頁）。
　「東三ツ門」というのは藩主たちが乗船する
場所で、その周辺に一般客が乗るような乗客
口を設けていました。小倉には下関に渡る船
が直行しており、門司は素通りであったわけ
です。
　ただし、初めはそうだったのですが、門司
は「天然の良港」でした（82 頁）。
　門司税関も、その『50 年史』で「なぜ門司
が急激に発展していったのか。」というとき
に、「天然の良港」といったことを示していますけど、私は、北九州市の元助役で博士号をお持ち
の出口さんの博士論文に依拠して、４つの点で、門司が、幹線から外れてはいたものの、「天然の
良港」であったことの証拠をお示ししたいと思います。
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　これは、1864 年、要するに下関戦争があったとき、アメリカの写真家が下関砲台から写したも
のですね。その時、門司側には汽船、すなわち大型の船が泊まっていますが、下関側には帆船、
すなわち小型の船が泊まっています（左下の図：83 頁）。
　この明治18年の特別輸出港になる寸前の地図でも、門司側に海外の軍艦、それから日本の軍艦、
それと汽船、下関側は帆船が描かれています（右下の図：84 頁）。

　実は、ここに海軍の石炭倉庫があるんですね（左下の図：85 頁）。明治 15 年に、海軍は、門司
に軍艦が入りやすいということで、わざわざ、ここに燃料の石炭の倉庫を設けました。
　また、1888 年、まさに特別輸出港に指定される寸前の参謀本部の地図の中に「門司側は大船が
停泊できる。下関側は小船しか停泊できない。」という印がついています（右下の図：86 頁）。

　出口さんは、そういった点で門司が「天然の良港」であったということを説明されていました。
　これは、その後ですけど、福岡県が、門司築港について原稿を書き、明治 24 年４月１日の九州
鉄道の門司駅の開業直後に送った官報記事です（87 頁）。
　ここにもきちっと、門司が「天然の良港」であることを内外国人がよく知っていることが書か
れています。そういう点で、門司が港としての機能は持っていないんだけど、「天然の良港」とし
ての性質あるいは性格を持っていたんだということになります。
　これは税関の冊子です（88 頁）。ここにも門司の利点として「天然の良港」であることが書かれ
ています。
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　だけど、自然的な、地理的な条件として「天然の良港」であったとしても、港を築いて使う、
あるいは、開発するという政策が出て来ない限り、門司は発展する訳がないんですね。そういう
点で、特別輸出港になる前に、門司に着目するような動きが出てきます（89 頁）。
　石炭輸出、それと、注意して欲しいのは大
倉、渋沢が門司築港を行う前の 1887 年（明治
20 年）に大倉が塩田を買収している点です。
　また、砲台を作ったり、輸出米商社を作っ
たりしています。門司に着目して進出して来
ているんですね。
　それと同時に、大倉と渋沢は、日本土木と
いう会社を一緒に作るわけです。日本土木が
九州鉄道の請負工事をやるし、門司築港の工
事も担当します。
　そういった動きがある中で、経済開発策と
して石炭と鉄道・港湾を結びつけて行ったの
が、安場県知事です。こういう伝記類が出て
います（90 頁）。熊本の出身です。
　その前に、福岡県議会で九州鉄道を福岡県
内に限って作ろうといったときに、最初の段
階から、豊前の門司あたりから熊本までとい
うことで、門司を起点とした鉄道といった構
想が出て来ます（91 頁）。ただし、実際には、
政府が「九州鉄道は幹線であるから国がやる。
民間でやることはない。」ということで許可を
出さなかったんですね。
　これに関しては、この明治 15 年の知事の「引き継ぎ事項」の中にも「門司を起点として新入炭
鉱（鞍手郡鞍手町にあった炭鉱。昭和 38 年閉山）から石炭を運ぶために鉄道を設ける。」と記さ
れていて、そういう点では、鉄道を作る場合には門司が起点になるんだということで、門司は、
港の機能を持っていないけれど、着目はされていました（92 頁）。
　安場は、岩倉とともに最初の民間鉄道であ
る「日本鉄道」の発起人になっていますが、
その場合、ここにあるように豊前大里が九州
鉄道の中心、起点になっていました（93 頁）。
参勤交代が念頭にあったんだろうと思います。
　このように鉄道敷設の動きがありつつも、福
岡県の単独案が挫折する中で、安場が、九州鉄
道を作ることについて内諾を得た上で、県令、
県知事になったと言われています（94 頁）。
　だから、彼は 1886 年（明治 19 年）２月に
辞令をもらい、３月に着任しますけど、その
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数ヶ月後には九州鉄道敷設の願いを出して、１週間も経たないうちに許可を得ています。以前は
官営でやるから駄目だと言われていたのが、短期間に OK が出るんですね。
　それで、鉄道会社を作って具体化していきます（95 頁）。
　その時、真っ先に大倉が駆けつけて「鉄道
工事を自分のところで受けよう。お金も出
す。」ということで、筆頭株主、発起人にも
なっています。
　それで、こういう形で工事を引き受けて、
鉄道が開通していくわけです（96 頁、97 頁、
98 頁）。
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　築港についても、最初は佐野経彦が明治 19 年に出願しますけど、その前に、安場が、豊前の３
人の郡長を引き連れて門司を視察し、「輸入港としては早いかも知れないが、石炭と米の輸出港な
らば相応しい。だから、ここを開発していこ
う。」と郡長に命ずるわけです（99 頁）。
　それと同時に、県の方で独自に実行の設計
をして行きます。鉄道と港、同時に手をつけ
るわけです。必要な資金は、津田（初代企救
郡長。「門司新報」創業者）が末松謙澄（恩給
局長）を通して渋沢に話をつけ、渋沢から提
供してもらいます。
　設計は御雇い技師のムルドルが行い、関門
海峡の潮流を調査した上で門司港の設計図を
作ります（100 頁）。

98
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　この指導のもと、日本土木によって築港工事が行われ、最終的には門司築港で造って行ったわ
けです（左の図：101 頁、右の図：102 頁）。

　これは門司築港工事の図にもある運河（「堀
川」）です。現在は暗渠になっていますが、ト
ラックが通ったりすると歪みが出て来るんで
すね。たまたま 2010 年に「今、歪を補正する
ために剥いでいるから、見られるよ。」と教え
てもらいましたので、急いで写真を撮りに行
きました（103 頁）。この運河は、昭和７年７
月に埋め立てられましたが、雨水を流すため
に残しておく必要があるということで、現在
も残っているはずです。
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　このように、門司の発展は、築港工事や特別輸出港になったことが直接のきっかけになるわけで
すが、その前に、門司に着目し門司を開発していくという安場の開発政策がありました（104 頁）。
　その上で、特別輸出港の指定を受け、発展して行く時には日本土木や大倉、渋沢が大きな役割
を果たしていたことが窺えます。
　ということで、私のお話は以上です。ご清聴ありがとうございました。
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４　会員だより

４－１　入会会員紹介
　令和７年 11 月に米盛建設株式会社殿が法人会員として当協会に入会されましたので、ご紹介し
ます。

（１）米盛建設株式会社
①　会社概要：米盛建設株式会社殿は、今から約 100 年前の大正 10 年（1921 年）１月に

鹿児島市において建築請負業「米盛組」として創業されました。その後、昭和 15 年３月に「米盛
建設株式会社」に組織変更し、鹿児島港係留施設ケーソン製作工事や同港（鴨池中央港区）臨港
道路護岸築造工事、指宿港海岸（湯の浜地区）突堤築造工事に携わるなど鹿児島県を中心として
土木事業や建築事業を展開しています。

　創業した大正から昭和、平成を経て令和となり、目覚ましい技術の発展の中で社会も大きく移
り変わって来ましたが、そのような変化の中でも、創業者、米盛庄太郎氏の「社会貢献の精神」
と「山や緑を大事にする思い」を受け継いでいます。
　土木事業や建築事業を通じて社会に貢献するだけではなく、例えば、財団法人米盛誠心育成会
を設立し、返済義務のない奨学金を高校生、大学生・留学生等に交付するほか、鹿児島大学等の
研究室等にも研究助成金を交付しており、交付先は 75 団体に及んでいます。

指宿港海岸（湯の浜地区）突堤築造工事

所有フローティングドッグ（5,000 t 積）拓盛号

毎年恒例の植樹活動

米盛建設株式会社  社屋
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　また、次世代に緑の山を残し、持続可能な開発目標 SDGs の一助とするため、鹿児島市と種子
島地区で植林事業を実施するほか、さらには、海に親しむ少年少女を育む海洋少年団“薩摩団”
も応援しています。
　米盛建設株式会社殿は、これからも、事業活動はもちろん、このような活動も通じて社会貢献
や地域貢献に努めたいとしています。

②　所在地：鹿児島県鹿児島市東開町４番地 48
③　入会日：令和７年 11 月１日

米盛グループ：米盛建設株式会社、日研高圧平和キドウ株式会社、株式会社三友、
　　　　　　　日研マテリアル株式会社、鹿児島基盤材センター株式会社、
　　　　　　　株式会社アセス・リジョン、公益財団法人米盛誠心育成会

米盛グループ URL：https://yoneg-net.co.jp/
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５　協会だより

５−１　ホームページ・リニューアルに向け、制作会社の提案プレゼンを実施
　令和７年９月 12 日及び９月 25 日、当協会会議室において、当協会ホームページのリニューア
ル（案）について、提案したホームページ制作会社から、それぞれの（案）のプレゼンテーショ
ンを行ってもらいました。
　ご承知のとおり、当協会のホームページは、海難防止など海上交通の安全に関する情報を掲載
しているだけでなく、関門海峡や博多港など船舶が多数通航する海域で行われる大規模な海上工
事等の情報を掲載して航行船舶に提供しており、工事区域付近における海上交通の安全を確保す
るための重要なツールとなっています。
　現在のホームページは平成 25 年に作成したもので、当時のインターネット接続端末の主流で
あったパソコンによる利用を想定した構成となっています。
　しかし、その後、各インターネット接続端末の利用率が変化し、平成 25 年（2013 年）と令和
５年（2023 年）の端末別のインターネット利用率注）を比べてみると、平成 25 年はパソコンが約
86％、スマートフォンが約 42％であったものが、令和５年にはパソコンが約 47％、スマートフォ
ンが約 73％となり、現在のインターネット接続端末の主流はスマートフォンとなっています。
　前述のとおり、現在のホームページはパソコンでの閲覧に合わせた仕様なので、インターネッ
ト接続端末の主流となったスマー
トフォンでは少し閲覧しにくいと
ころがあります。
　このため、船の船長や航海士を
含め多くの皆様が当協会ホーム
ページの海上交通の安全に関する
情報をより利用しやすくなるよ
う、ホームページをスマートフォ
ンに即したものとするためのリ
ニューアルに取り組んでいます。

注）端末別のインターネット利用率
　調査対象者全体の内、どれくらいの人が、どの端末（パソコン、スマートフォン、タブレッ
ト端末、携帯電話、ゲーム機など）を使ってインターネットに接続しているかを示す割合です。
　例えば、パソコンの利用率は、調査対象者全体の内、パソコンを使ってインターネットに
接続している人の割合です。
　多くの人がパソコンとスマートフォンの両方を使うなど複数の端末を使っているため、利
用率の合計が 100% を超えることがあります。

（出典：平成 26 年版及び令和６年版情報通信白書）

ホームページ制作会社によるプレゼンテーション
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５－２　沖縄県周辺海域における船舶事故の特徴と事故防止に関する調査研究委員会を
開催

　令和７年 11 月 11 日（火）、沖縄県那覇市において「沖縄県周辺海域における船舶事故の特徴と
事故防止に関する調査研究委員会」の第１回委員会を開催しました。
　当協会では、今年度、公益財団法人日本海事センターの補助金を受けて、沖縄県周辺海域にお
ける特徴的な航行環境下での船舶事故の
傾向と対応策について調査研究を行って
います。
　今回委員会では、事務局から対象海域
における気象・海象の特徴、船舶事故の
発生状況や特徴などに関する調査結果を
報告し、審議が行われました。
　当協会では、審議結果を踏まえて更に
調査を行い、検討を進めて行くこととし
ています。

５－３　大型客船操船シミュレータ検証実験を実施
　令和７年 11 月 13 日（木）及び 14 日（金）、神奈川県川崎市の株式会社日本海洋科学シミュレー
ションセンターにおいて、大型客船のビジュアル操船シミュレータ検証実験を実施しました。
　これは、鹿児島県が屋久島宮之浦港に受け入れを計画している５万総トン級クルーズ客船の入
出港及び離着岸操船における風速等の外力影響を検証し、入出港時における制限風速等の条件を
決定しようとするもので、「屋久島宮之浦港大型客船入出港に伴う航行安全対策調査専門委員会」
の構成者の中から、関係官庁職員３名の立ち会いのもと、学識経験者および大型船船長経験者の
４名の委員を評価者として実施しました。
　５万総トン級クルーズ客船の諸元を基に作成されたモデル船を、大型船の操船実務経験者が操
船して、入港６ケース、出港３ケースの検証を行いました。２日間にわたる検証実験において、
ケースごとに実験結果の評価を行い、入出港時における各風向・風速の影響による操船の困難度
等を確認するとともに、防波堤の灯火など施設面についても意見交換が行われ、効果的な実験と
なりました。
　この検証実験において得られたデータの解析結果等を基に、委員会において総合的な航行安全
対策が策定されることとなります。

第１回委員会の模様

ビジュアル操船シミュレータによる操船 シミュレータによる操船結果の評価検討会
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５－４　当協会の航行安全支援業務室長が川崎航行安全情報管理室の業務を見学
　当協会では、港内など船舶が輻輳する海域で航路浚渫工事や岸壁整備工事など大規模な海上工
事が行われる際、工事区域付近を通航する船舶や工事作業船の安全を確保するととともに、工事
の円滑な実施を支援するため、事業者の委託を受けて工事区域付近に「航行安全支援業務室」を
設け、工事区域及びその付近海域の船舶などを監視するとともに、工事に関する情報や通航船舶
の情報、気象、海象などに関する情報を収集し、これらの情報を工事区域付近を通航する船舶や
工事関係者に提供する「航行安全支援業務」を行っています。
　このような航行安全支援業務を安全・確実に行うため、日頃から、職員の研修や業務に関連す
る情報の収集、各航行安全支援業務室長による情報共有・意見交換等を行うための支援業務室長
会議の開催などを行っています。
　この研修や情報収集の一環として、11 月（12 日、18 日）及び 12 月（３日、４日）に、当協会
の各航行安全支援業務室の室長等を東京湾海難防止協会の川崎航行安全情報管理室に派遣し、業
務見学を行いました。
　川崎航行安全情報管理室は、関東地方整備局京浜港湾事務所の委託を受けて、京浜港（横浜区・
川崎区）の京浜運河を跨ぐ「川崎港臨港道路」の架橋工事に関し、工事海域周辺を航行する船舶
や工事用船舶の動静を把握し、情報提供や支援・助言を行っています。
　幅が狭く、船舶が輻輳する京浜運河（工事現場付近の可航幅は令和７年度においては多くの場
合約 390ｍ）における航行安全支援業務には細心の注意と工夫が求められ、当協会が同業務を行
う上で大変参考になりました。
　当協会では、これからも航行安全支援業務に関する情報の収集と知見の蓄積に努め、海上工事
の安全な実施と付近通航船舶の安全な航行に貢献して行くこととしています。

（出典：東京湾海難防止協会 HP） （出典：海しる／海洋情報表示システム）
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６　第七管区海上保安本部からのお知らせ

　新しい年を迎え、皆さま気分を新たにお過ごし
のことと思います。冬の季節ではありますが、時
に穏やかな日もありますので、海に出かける方も
いらっしゃるのではないかと思います。
　しかし、冬の時期ならではの事故も発生しておりますので、次の事項に注意し、安全にお過ご
しください。

６－１　「マイナス潮位」にご注意！
６－１－１　「マイナス潮位」とは

　マイナス潮位をご存知でしょうか？海図に記載された水深より、実際の水深が浅くなる現象で、
九州北部や山口県西部では冬から春にかけて見られます。
　干潮の際に大きく潮が引き、次の図のように海水面が最低水面（水深の基準面）より低くなる
ので、潮の干満の差が大きい「大潮注）」のときなどに、普段は水面上に現れない暗岩が水面上に
現れることがあります。

出典：第十管区海上保安本部　平成 25 年 11 月広報

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

注）潮名、潮回りについて
　「大潮」などの用語を「潮名」（しおめい）や「潮回り」（しおまわり）と言います。
　昔から海を生活の場としてきた漁業者や、海で釣りをする人等の間では、潮の満ち引きの大
きさなどの状態を表現する用語として、次の言葉が用いられています。

大潮（おおしお）：　潮の干満の差が大きな状態で、新月（月が太陽と同じ方向にあるとき
で夜を通して月は見えない）や満月の前後数日間。旧暦の１日または 15
日頃です。

小潮（こしお）　：　潮の干満の差が小さい状態で、上弦（月の右半分が光った半月の状態
で、夕方西に傾く頃弦を上にした弓のように見える）や下弦（月の左半
分が光った半月の状態で、朝方西に傾く頃弦を下にした弓のように見え
る）の前後数日間。旧暦の８日または 23 日頃です。

第七管区海上保安本部
　　　　　海の安全推進室
℡ 093-331-6395（交通部安全対策課）
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中潮（なかしお）：　大潮と小潮の間の期間で、旧暦の３日～６日、12 日～13 日、18 日～
21 日頃です。

長潮（ながしお）：　上弦、下弦を１～２日過ぎた頃、干満差が一段と小さくなり、満潮・
干潮の変化が緩やかでだらだらと長く続くように見える小潮末期。旧暦
の 10 日と 25 日頃です。

若潮（わかしお）：　小潮末期の「長潮」を境に、大潮に向かって、潮の干満差が次第に大
きくなります。このように潮が再び大きくなる状態を「潮が返る」とい
うことで長潮の翌日を「若潮」と呼びます。若潮は「潮変わり」という
呼び名もありますが、東日本地方ではあまり使われていないようです。

　潮の干満は、月や太陽などの引力によって引き起こされるもので、特に地球に一番近い
「月」の運動が潮の干満に大きく影響しています。
　天文や潮汐の計算が正確に出来なかった時代の用語が現在でも使用されていますが、場所
と時間によっては、大潮より中潮の日の干満差が大きい場合もあります。

出典：（一財）日本水路協会の海洋情報研究センターの HP　　 　　　　
（http://www.mirc.jha.or.jp/online/w/w-tide/knowledge/SN.html）

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
　次の表をご覧ください。令和８年潮汐表（書誌第 781 号）の関門海峡（門司）の潮汐から、干
潮時にマイナス潮位が出現する回数を月毎にまとめたものです。ご覧のとおり、マイナス潮位は
意外に多く発生することが分かります。

※１　海上保安庁刊行の「潮汐表」は、標準港の潮汐及び主要な瀬戸の潮流の予測値、その
他の場所に対する改正数・非調和定数・地名索引等を収録したものです。

※２　７月～９月の間、マイナス潮位はありません。

６－１－２　「マイナス潮位」になる理由
　ご承知のとおり、潮の満ち引きは月と太陽の引力によって起こります。したがって、潮の満ち

令和８年の関門海峡（門司）のマイナス潮位の月毎の出現回数等

潮汐の出典：書誌第 781 号　令和８年潮汐表（海上保安庁刊行） 　
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引きの大きさは地球と月と太陽の位置関係で変わり、周期的に変化します。
　大潮は、月と太陽が地球に対して一直線に並ぶ新月や満月の時期に起こり、このとき、月と太
陽の引力が合わさって海水を強く引っ張るため、満潮はより高く、干潮はより低くなります。
　また、地球の公転軌道は楕円形であるため、時期によって地球に及ぶ太陽の引力は変化します。
　毎年１月頃、地球が太陽に最も
近づくので、この時期は太陽の引
力が強くなり、潮汐力が強くなっ
て干満の差が大きくなり、干潮時
にマイナス潮位となるわけです。
　さらに、冬季は大陸から日本周
辺に高気圧が張り出します。台風
に伴う高潮災害の解説などで、気
圧が１hPa 下がると海面が１cm
上がることを聞かれたことがある
と思いますが、反対に高気圧の張
り出しなどに伴って気圧が上がる
と海面は下がります。

　このように、冬季は、太陽と地球の距離が近くなってマイナス潮位が多く出現する上に、海面
を押し下げる冬の高気圧が張り出し、実際の潮位が、潮汐表に示された潮位よりも更に下がるこ
とがあるので、次のことに注意する必要があります。

①　潮汐表でマイナス潮位になっている日が多いこと（特に大潮の日）
②　実際の潮位が、潮汐表に示された潮位よりも更に下がっている場合があること
③　したがって、潮汐表でマイナス潮位となっていなくても、実際にはマイナス潮位に

なっている場合があること

６－１－３　リスクと対策
　以上のとおり冬から春にかけてはマイナス潮位が発生しやすいので、船舶が航行中に浅瀬に乗
り揚げたり、係留中に転覆したり、瀬に渡った釣り人が満潮時に孤立したりするおそれがあります。
　このようなリスクについて、予め潮汐表を確認し潮位の状況を把握したうえで、次のような対
策をとって事故を防ぎましょう。
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６－２　「天気の急変」にご注意！
６－２－１　冬の天気は変わりやすい

　九州北部や山口県西部では、冬は天気が急変しやすい傾向があります。皆さんも感じておられ
ると思いますが、その理由をまとめると次のようになります。

（１）寒気の影響を受けやすい地形
　九州北部や山口県西部は日本海に面しており、冬季にはシベリアからの寒気が日本海を渡って
流れ込むことにより雪雲が発達しやすいという特徴があります。特に北西の季節風が強まると、
山陰地方から九州北部にかけて雪や雨が急に降り出すことがあります。

（２）低気圧の通過による荒天
　冬季は日本海を低気圧が通過することが多く、これに伴って風が急に強くなったり、雨や雪が
降ったりすることがあります。特に「爆弾低気圧」と呼ばれる急速に発達する低気圧が通過する
と、暴風や雷を伴う荒天になることもあるので注意が必要です。

（３）雷や突風の発生
　冬の雷（冬季雷）は、寒気が強く流れ込んだ際に発生することがあり、落雷や突風などの急激
な天気変化を引き起こします。例えば、青森や秋田、新潟など日本海側の地域では、冬季、雷が
多発し、岬にある灯台では、しばしば落雷の被害を受けることがあります。九州北部は日本海側
の地域に近いため、冬季雷の影響を受けることがあり、注意が必要です。

※　他の季節との比較
春・秋：　寒暖差はあるものの、冬ほど強い寒気が流れ込むことは少ないため、天気の急

変の頻度は低めです。
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夏　　：　急な雷雨やゲリラ豪雨が多く発生しますが、これは局地的な対流によるもので、
冬のような広範囲の急変とは性質が異なります。

６－２－２　事故防止のために
（１）事故事例

　冬季の天気の急変による海難はこれまでもしばしば発生しており、数年前には、新年早々
①　整備のため造船所へ回航していた漁船
②　釣りに出ていたシーカヤック

が大波を受けて転覆するという船舶事故が発生しました。
　①と②、いずれの事故者も、海中転落はしましたが、救命胴衣を着用しており、また、早期に
救助されたことから、命に別状はありませんでした。
　事故原因は、ともに「出港時は波も高くなく、この程度の天候なら大丈夫」と判断して海に出
たところ、天気の急変により遭難したものでした。

（２）事故防止のポイント
　海は、一見穏やかに見えても、天気が急変することがあります。
　次のポイントを守って、事故を防止しましょう。

①　転覆後、浜辺へ打ち上げられた漁船 ②　転覆後、引き上げられたシーカヤック
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７　関門海峡らいぶ館からのお知らせ

７−１　第 53 回「我ら海の子展」受賞作品（絵画）を展示
　関門海峡らいぶ館では、令和８年３月 19 日から令和８年３月 31 日までの間、第 53 回「我ら海
の子展」の受賞作品の展示会を開催します。
　「我ら海の子展」は、幼児や小中学生を対象に、公益社団法人日本海洋少年団連盟と一般財団法
人サークルクラブ協会が主催する「海」を題材とした絵画コンクールです。生命の源である海や、
世界をつなぐ船の航路である海を描くことにより、子供たちの海への関心を高め、海洋環境問題
を考える機会とし、これらを通じて海に親しんでもらうことを目的としています。
　令和７年度は全国から 2,758 点の応募があり、関係団体の代表者をはじめ特別審査員の安倍昭恵
氏、榎木孝明氏ほか多数の関係者による審査を経て、国土交通大臣賞３点のほか特別賞 12 点、金
賞 10 点、銀賞 30 点の全 55 点が選ばれました。子供たちの力作を是非ご覧ください。

国土交通大臣賞・受賞作品

【関門海峡らいぶ館へのアクセス】
・マリンゲートもじ（下関行 渡船のりば）の２階です。
・JR 門司港駅から徒歩３分。
　駅のすぐ近くで交通の便利が良い所です。
・専用駐車場はありません。

中学生の部　髙橋遥愛さん（中３）

小学生低学年以下の部　岩﨑圭浪さん（年長）

小学生高学年の部　脇玲美奈さん（小５）
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